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国際アマチュア陶芸展伊万里 2014

【作品名】
ふしぎな生きもの

 　一 般 の 部 鍋島大賞

　平和の象徴とも言える桜が
好きで、花びらを人との出会
いや別れに例えて作りました。
今後もその時々に感動したこ
とを作品にしたいと思います。

　蛇と恐竜をイメージして作
りました。こぶに首を巻き付
けるところを工夫しました。
これからも、楽しく、自由に
作品を作りたいと思います。

↑
３
月
18
日
に
厳
正
な

審
査
が
実
施
さ
れ
ま

し
た

◆一般の部
▷鍋島大賞　　樋口　英晴 （東京都青梅市）
▷優秀賞　　　古川　直人 （兵庫県加古郡稲美町）
▷特別賞　　　神田　敦也 （西松浦郡有田町）

◆子どもの部　

▷優秀賞　　　田淵　柚羽 （有田中部小２年）
▷特別賞　　　岩﨑　花音 （大川内小３年）
　　　　　　　津上由希乃 （牧島小５年）
　　　　　　　※ 学年は出展時で表記（昨年度）

↑子どもの部の受賞者の皆さん

　『国際アマチュア陶芸展伊万里２０１４』が大川内
山の伊万里・有田焼伝統産業会館で３月 29日から
４月 12日まで開かれました。
　この陶芸展は、大川内山の『春の窯元市』にあわ
せて開催しているもので、今年で 31回目になりま
す。今回は、全国から一般の部に 71点、子どもの
部に 202 点の合計 273 点が出展されました。審査
の結果、上位入賞者は下記のとおりです（敬称略）。

↑一般の部の受賞者の皆さん

人のうごき
平成 26 年４月１日現在
●人口　57,096 人　　（− 207）
　　男　27,316 人　　（−   86）
　　女　29,780 人　　（− 121）
●世帯　22,612 世帯 　（＋  18）

（　）は前月比
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最
近
、
職
場
ま
で
徒
歩
で
通
勤
し
て
い
ま

す
が
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
朝
の
空
気
や
、
芽

吹
き
始
め
た
新
緑
に
触
れ
、「
春
」
の
す
が
す

が
し
さ
に
身
も
引
き
締
ま
り
ま
す
。
春
は
ま

た
、
多
く
の
人
が
新
し
い
門
出
を
迎
え
る
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
先
日
、
二
里
小
学
校
の

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
式
を
取
材
し
ま
し

た
が
、
初
々
し
い
新
１
年
生
の
つ
ぶ
ら
な
瞳

の
奥
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
可
能
性
を
見
ま
し

た
。
春
と
い
う
漢
字
は
、
太
陽
に
温
め
ら
れ

た
草
の
芽
が
地
中
か
ら
飛
び
出
す
様
を
表
す

そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に
親
の
愛
情
と
い
う
太

陽
や
土
壌
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

の
力
で
大
き
く
な
ろ
う
と
す
る
姿
そ
の
も
の

で
し
た
。
そ
う
い
う
私
も
、
４
月
か
ら
編
集

室
勤
務
に
な
っ
た
１
年
生
職
員
で
す
。
も
う

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
年
齢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
、
現
場
の

空
気
感
を
伝
え
る
責
任
を
背
負
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
今
は
ま
だ
、
記
事
の
書
き
方
や

写
真
の
撮
り
方
な
ど
を
学
ぶ
新
芽
で
も
、
い

つ
か
大
き
く
生
長
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
拓
）
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